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図－1.2.20 不釣合いモーメントの分配の例 
 
(4) 隔壁の性能照査は以下のとおり行うことができる。 
 ① 据付け時は、三辺固定一辺自由版とみなすことができる。 
 ② 計算に用いるスパンは、壁の中心間隔とする。 
(5) 底版及びフーチングの性能照査は以下のとおり行うことができる。 
 ① 底版の側壁及び隔壁に囲まれた部分は、四辺固定版とすることができる。また、フーチングは片

持版とみなすことができる。 
 ② 四辺固定部の計算に用いるスパンは、壁の中心間隔とする。 
 ③ フーチングの曲げ及びせん断に関する計算に用いる断面は壁前面とする。ただし、斜め引張り型

せん断破壊の検討断面は、壁前面の付け根部分における断面としてよい．その場合、壁前面におけ

る部材高さの算定は、ハンチ部分の 1:3 より緩やかな部分を有効とする。 
 ④ 通常の形状寸法の鉄筋コンクリートフーチングの場合には、ケーソン本体を剛なものとみなして、

フーチングに生じるモーメントの影響が本体部には及ばないものと考えることができる。 
(6) その他の構造部材 

スリットケーソンにおけるスリット部材等本節に記述のない構造部材の性能照査については、構造

部材の形状寸法、作用の特性等を考慮して、各構造部材の手法を準用する。 
(7) その他 
 ① 岸壁ケーソンの場合、疲労限界状態の照査は、原則として省略してよい。 
 ② ケーソンを移動するためジャッキなどで持ち上げる場合又は据付け後の不同沈下などに対しては、

ケーソン全体をはりと考えて照査してよい。その場合、底版に対しては、押抜きせん断について照

査する必要がある。 
 ③ 消波ブロック被覆堤では、消波ブロックがケーソン側壁に繰り返し衝突し、穴あきに至る局部破

壊が発生する場合がある。文献 14-1)では、ケーソン側壁の局部破壊に対する設計・照査方法が示さ

れており、参考にすることができる。 
 

１．２．４  版の曲げモーメントの算定 
版の曲げモーメントの算定には、巻末３の計算数表を用いてよい。 

 
１．２．５  吊り上げ時の吊り筋の照査 
(1) 1 本の吊り筋が負担すべき作用は、ケーソンの重量、底面に作用する付着力等を考慮して適切に定

める。 
 ① 吊り筋 1 本当たりに生じる作用は、式(1.2.10)により求めることができる。 
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++

=  (1.2.10) 

ここに、 
Pd ：吊り筋 1 本当たりに生じる作用の設計値（kN／本） 
W ：ケーソンの重量の設計値（kN）
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W' ：ケーソンの付加重量の設計値（kN） 
W' = 0.05 W 

F ：ケーソンの底面付着力の設計値（kN）
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